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平成２５年第２回片品村議会定例会会議録第１号 

 

議事日程 第１号 

平成２５年３月７日（木曜日）午前１０時開議 
 
第 １ 会議録署名議員の指名 
第 ２ 会期の決定 
第 ３ 諸般の報告 
第 ４ 常任委員長視察報告 
第 ５ 議員派遣 
第 ６ 一般質問 
第 ７ 議案第 １号   片品村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 
第 ８ 議案第 ２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の制定について 
第 ９ 議案第 ３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営等に関する基準を定める条例の制定について 
第１０ 議案第 ４号   片品村道路構造条例の制定について 
第１１ 議案第 ５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基

準を定める条例の制定について 
第１２ 議案第 ６号 片品村道路標識条例の制定について 
第１３ 議案第 ７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道

技術管理者の資格基準に関する条例の制定について 
第１４ 議案第 ８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定について 
第１５ 議案第 ９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の

制定について 
第１６ 議案第１０号   片品村消防団条例の全部を改正する条例について 
第１７ 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について 
第１８ 議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条

例について 
第１９ 議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例につい

て 
第２０ 議案第１４号 指定管理者の指定について 
第２１ 同意第 １号 片品村教育委員会委員の任命について 
第２２ 議案第１５号 平成２４年度片品村一般会計補正予算（第６号）について 
第２３ 議案第１６号    平成２４年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について 
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第２４ 議案第１７号 平成２４年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）について 
第２５ 議案第１８号 平成２４年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第３

号）について 
第２６ 議案第１９号 平成２４年度片品村介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 
第２７ 議案第２０号 平成２４年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第３

号）について 
第２８ 議案第２１号 平成２４年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について 
第２９ 議案第２２号 平成２５年度片品村一般会計予算について 
第３０ 議案第２３号 平成２５年度片品村国民健康保険特別会計予算について 
第３１ 議案第２４号 平成２５年度片品村簡易水道事業特別会計予算について 
第３２ 議案第２５号 平成２５年度片品村営観光施設事業特別会計予算について 
第３３ 議案第２６号 平成２５年度片品村介護保険特別会計予算について 
第３４ 議案第２７号 平成２５年度片品村下水道事業等特別会計予算について 
第３５ 議案第２８号 平成２５年度片品村後期高齢者医療特別会計予算について 
 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 

第 １ 会議録署名議員の指名 
第 ２ 会期の決定 
第 ３ 諸般の報告 
第 ４ 常任委員長視察報告 
第 ５ 議員派遣 
第 ６ 一般質問 
第 ７ 議案第 １号 片品村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 
第 ８ 議案第 ２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の制定について 
第 ９ 議案第 ３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営等に関する基準を定める条例の制定について 
第１０ 議案第 ４号     片品村道路構造条例の制定について 
第１１ 議案第 ５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基

準を定める条例の制定について 
第１２ 議案第 ６号 片品村道路標識条例の制定について 
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第１３ 議案第 ７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道

技術管理者の資格基準に関する条例の制定について 
第１４ 議案第 ８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定について 
第１５ 議案第 ９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の

制定について 
第１６ 議案第１０号     片品村消防団条例の全部を改正する条例について 
第１７ 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について 
第１８ 議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条

例について 
第１９ 議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例につい

て 
第２０ 議案第１４号 指定管理者の指定について 
第２１ 同意第 １号 片品村教育委員会委員の任命について 
第２２ 議案第１５号 平成２４年度片品村一般会計補正予算（第６号）について 
第２３ 議案第１６号      平成２４年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

について 
第２４ 議案第１７号 平成２４年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）について 
第２５ 議案第１８号 平成２４年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第３

号）について 
第２６ 議案第１９号 平成２４年度片品村介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 
第２７ 議案第２０号 平成２４年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第３

号）について 
第２８ 議案第２１号 平成２４年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について 
（日程第２２から日程第２８まで一括上程） 

第２９ 議案第２２号 平成２５年度片品村一般会計予算について 
第３０ 議案第２３号 平成２５年度片品村国民健康保険特別会計予算について 
第３１ 議案第２４号 平成２５年度片品村簡易水道事業特別会計予算について 
第３２ 議案第２５号 平成２５年度片品村営観光施設事業特別会計予算について 
第３３ 議案第２６号 平成２５年度片品村介護保険特別会計予算について 
第３４ 議案第２７号 平成２５年度片品村下水道事業等特別会計予算について 
第３５ 議案第２８号 平成２５年度片品村後期高齢者医療特別会計予算について 

（日程第２９から日程第３５まで一括上程） 
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会議録１号用紙 
 

片 品 村 議 会 会 議 録              第 １ 日 

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 ７ 日 

出 席 議 員 １ ３ 名   欠 席 議 員  １ 名    欠 員  名 

第 １ 番    星 野 栄 二      （ 出 席 ） 

第 ２ 番    梅 澤 志 洋      （ 出 席 ） 

第 ３ 番    星 野 精 一      （ 出 席 ） 

第 ４ 番    髙 橋 正 治      （ 出 席 ） 

第 ５ 番    千 明 道 太      （ 出 席 ） 

第 ６ 番    星 野 逸 雄      （ 出 席 ） 

第 ７ 番     今 井  功       （ 出 席 ） 

第 ８ 番    戸 丸 廣 安      （ 出 席 ） 

第 ９ 番    星 野 千 里       （ 出 席 ） 

第 １ ０ 番    飯 塚 美 明      （ 出 席 ） 

第 １ １ 番    笠 原 耕 作      （ 出 席 ） 

第 １ ２ 番    星 野 育 雄      （ 出 席 ） 

第 １ ３ 番    星  長 命       （ 出 席 ） 

第 １ ４ 番    入 澤 登 喜 夫       （ 欠 席 ） 
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説 明 の た め に 出 席 し た 者 の 職 氏 名  

 
 

村 長     千 明 金 造 
 

副 村 長     萩 原 重 夫 
 

教 育 長     星 野 準 一 
 

総 務 課 長     桑 原  護 
 

住 民 課 長     星 野 純 一 
 

保 健 福 祉 課 長     吉 野 耕 治 
 

農 林 建 設 課 長     萩 原 正 信 
 

むらづくり観光課長     木 下 浩 美 
 

教 育 次 長     佐 藤 八 郎 
 

会 計 管 理 者     星 野 朋 美 
 
 
 
 
 

事 務 局 職 員 出 席 者 
 

 
事 務 局 長     桑 原 健 一 郎 

 
主 査     金 子 小 百 合 
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議長（髙橋正治君） ただいまから、平成２５年第２回片品村議会定例会を開会します。 
本日の会議を開きます。 

 
    午前１０時０６分  開会 

─────────────────────────────────── 
日程第１ 会議録署名議員の指名 

 
議長（髙橋正治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 
 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、５番 千明道太君及び６番 星

野逸雄君を指名します。 
─────────────────────────────────── 

日程第２ 会期の決定 

 
議長（髙橋正治君） 日程第２、会期の決定の件を議題にします。 
お諮りします。 
本定例会の会期は、本日から３月１５日までの９日間にしたいと思います。 
ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、会期は、本日から３月１５日までの９日間に決定しました。 

─────────────────────────────────── 
日程第３ 諸般の報告   

 
議長（髙橋正治君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
本日までに受理した請願及び陳情は、会議規則第９１条及び第９２条並びに第９５条の

規定により、お手元に配布の請願及び陳情文書表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に

付託しました。 
次に、去る３月１日に片品村教育委員会から教育委員会の点検・評価報告書が提出され

ましたので、お手元に配付の報告書のとおり報告します。 
これで諸般の報告を終わります。 

─────────────────────────────────── 
日程第４ 常任委員長視察報告 

 
議長（髙橋正治君） 日程第４、常任委員長視察報告について、お手元に配布してありま

す、行政視察報告書のとおり報告します。 
─────────────────────────────────── 
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日程第５ 議員派遣 

 

議長（髙橋正治君） 日程第５、議員派遣の件を議題とします。 

お諮りします。 

 議員派遣の件については、会議規則第１２９条の規定により、お手元に配布の議員派遣

書のとおり派遣することにしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件は、議員派遣書のとおり派遣することに決定しました。 

次に、お諮りします。 

 ただいま決定された議員派遣の内容に、今後変更を要するときは、その取扱いを議長に

一任願いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の内容に今後変更を要するときは、その取扱いを議長に一任する

ことに決定しました。 

─────────────────────────────────── 

日程第６ 一般質問       

 
議長（髙橋正治君） 日程第６、一般質問を行います。 
通告に基づき、順番に発言を許可します。 
１２番 星野育雄君。 

（１２番 星野育雄君登壇） 
 
１２番（星野育雄君） はい、１２番。 

一般質問をします。 

塗川橋は、幡谷集落唯一の出入り口です。 

建設後５５年が経ち、重い車が渡ると崩壊の危険があります。 

 新塗川橋の建設は、第２区の最重点要望事項です。 

 村当局及び村議会は、村管理７０橋の中で、最優先で架け替える橋として、本年度詳細

設計を発注しました。 

 そこで、塗川橋の架け替えについて、村長に質問いたします。よろしくお願いします。 

（１２番 星野育雄君 質問席に移動） 
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議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君、答弁席へ願います。 

     （村長 千明金造君 答弁席に着席） 
 

議長（髙橋正治君） 質問者、星野育雄君。 

 
１２番（星野育雄君） はい。     

最初に、村長に塗川橋建設事業の状況について、三点お伺いします。 

一点目ですが、平成２５年度当初予算にどれくらいの金額が計上されているかお聞きし

たい。お願いします。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい。 

それでは、まず一点目についてお答えさせていただきます。 

平成２５年度予算にどのくらいの金額が計上されているかでございますが、塗川橋の架

け替え工事ほかで１億１，０００万円を計上いたしました。 

 

１２番（星野育雄君） はい。 

─────────────────────────────────── 
議長（髙橋正治君） 暫時休憩いたします。 
     午前１０時１２分 
 
     午前１０時１３分 
議長（髙橋正治君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） 質問者、星野育雄君 

 

１２番（星野育雄君） 二番目ですが、平成２５年度の工事予定と、工事概要についてお

聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

平成２５年度の工事予定としましては、両側の橋台設置工事を予定しております。 

 

１２番（星野育雄君） はい、議長。 
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議長（髙橋正治君） 星野育雄君。 

 

１２番（星野育雄君）三番目に、竣工までの年次予定概要について、お聞きいたします。 

 

村長（千明金造君） はい。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。  

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 竣工までの予定ですが、平成２５年度は両側の橋台工事を実施し、平成２６年度に上部

工を実施し、引き続き両側の道路取り付けを行い、同年内には完成し通行可能となるよう

計画しています。 

年度末には旧橋の撤去まで行う予定であります。     

 

１２番（星野育雄君） はい。 

 

議長（髙橋正治君） 星野育雄議員。 

 

１２番（星野育雄君） 第二番目ですが、計画橋の用地について、二点伺います。 

 一番目に、土地承諾者の用地について、村への所有権移転登記は着工前か、後になるか

お聞きいたします。 

 

村長（千明金造君） はい。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。  

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 所有権移転登記につきましては、時期についてですが、新年度早々には分筆登記を進め

て、併せて所有権移転登記も進めて、工事着工前には用地確保できるよう進めていきたい

と思います。 

 

１２番（星野育雄君） はい、議長。 

 

議長（髙橋正治君） 星野育雄議員。 

 

１２番（星野育雄君） 二つ目に、土地立ち会いの折り、境界確認印がもらえない方の対

応方法は、どのように進めるのかお聞きいたします。 
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村長（千明金造君）はい。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。  

 

村長（千明金造君）はい、村長。 

 境界確認印がもらえない方の対応方法はどのように進めるかとの質問ですが、昨年１２

月議会で答弁しているように、隣接地主の合理性のない拒否の場合は、客観的に見て判断

できるような詳細を記載すれば処理できるということですので、最終的には、境界確認印

がもらえない場合は、このような手続きを進めたいと思いますので、議会の皆様へのご協

力をお願い申し上げて星野育雄議員への答弁とさせていただきます。 

 

１２番（星野育雄君） はい、議長。 

 

議長（髙橋正治君） 星野育雄議員。 

 

１２番（星野育雄君） 村長の答弁を伺いまして、平成２５年度に着工して、平成２６年

度に竣工させたいという村長の答弁を聞き、幡谷住民はもちろん、全村民が喜んでいると

思います。 

 道路や橋の整備は、住みよい村づくりの重要課題です。是非、早期に新塗川橋が完成す

ることを切望して、私の質問は終わります。ありがとうございました。  

 

議長（髙橋正治君） 次に、８番 戸丸廣安君。 

（８番 戸丸廣安君登壇） 

 

８番（戸丸廣安君） はい、８番。 

通告に基づいて一般質問をいたします。 

 私の質問は、農業振興対策についてでして、ＳＮＳソーシャルネットワーキングサービ

スの活用、Ｆ&Ｂ良品の採用、販路拡大と６次産業化推進、ＩＴ活用施策の４項目に大別さ

れます。 

具体的には村長並びに関係課長に質問席にて伺います。 

（８番 戸丸廣安君 質問席に移動） 
 

議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君、答弁席へ願います。 

      
村長（千明金造君） はい、村長。 

（村長 千明金造君 答弁席に着席） 
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議長（髙橋正治君） 質問者、戸丸廣安君。 

 
８番（戸丸廣安君） はい。     

まず、農業振興におけるＳＮＳの活用と採用についてです。 

村の農業振興には、南相馬市民を１，０００人規模で素早く迎え入れた、３．１１東日

本大震災対応のように、スピードと斬新性が必要と思いますが、そのために自由変化先取

りのＳＮＳを活用してみませんか。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。     

 

村長（千明金造君） はい、村長。        

 戸丸廣安議員の質問にお答えいたします。 

 農業振興におけるＳＮＳの活用と採用についてということで、農業振興へのいわゆるソ

ーシャルネットワーキングサービス活用についてのご質問でありますが、変化先取りとい

うことで、非常に有効な手段であろうと思います。 

農業従事者の中でも一部の方については、ホームページを開設し農産物のネット販売に

取り組んでいる方もいるようですが、行政としてどのように取り組めるか検討してまいり

たいと思います。 

村としては、今後もこのような取り組みができるよう、認定農業者など率先して農業に

従事している方たちに働きかけをしていきたいと思います。 

 

議長（髙橋正治君） 戸丸廣安議員。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 

 有効であるというようにおっしゃっていただきまして、大変心強いであります。 

 次に、村の職員全員に、フェイスブックのアカウントを持たせるつもりというのはござ

いますか。これは匿名性を排除した極めてわかりやすい形での相互交流が可能ということ

で行われております。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。     

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 村の職員全員にフェイスブックのアカウントを持たせるつもりはないかとご質問ですが、

村の職員に職務上必要なものかどうか、係に調査研究をさせているところです。その結果

検討したいと考えています。 
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８番（戸丸廣安君） 議長。 
 

議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 

８番（戸丸廣安君） わかりました。 

 続きまして、ＳＮＳを村の行政遂行の充実と村民への伝達手段として活用できないもの

か、この点は村長いかがでしょうか。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。     

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

村民への伝達につきましては、片品村は従来から区長さんを始めとするしっかりとした

行政組織が充実しています。また防災無線が村内の全戸に設置しておりますし、広報かた

しな、片品村のホームページも整えています。今あるものを更に充実していくことも大事

なことと考えています。活用については今後検討していきたいと思います。 

 

議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 
８番（戸丸廣安君） さらに充実をさせるということで、検討の内容に加えていただける    

ということで、大変力強く思います。 

 次に、このＳＮＳを活用した村民とのインターアクティブ、つまり双方向性対話の強化

の必要性はあるとみたこの辺を言及をお願いいたします。 

 
議長（髙橋正治君） 村長。     

 

村長（千明金造君） はい。 
 ＳＮＳの活用につきましては、実際の状況は、職員に今研究させているところでありま

すので、また村民のニーズがあるかどうかも含めて今後検討していきたいと思います。よ

ろしくお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 
８番（戸丸廣安君） はい。 

千明村政と言えば、高福祉低負担がモットーであります。その高福祉低負担と防災、安

心安全の行政サービスをＳＮＳ活用で更に充実できないものか。私としてはできるのでは

ないかとそのように考えますけれども、その点を言及をお願い申し上げます。 
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村長（千明金造君） はい、 

 

議長（髙橋正治君） 村長。     

 

村長（千明金造君） はい、村長 
 この関係についても、前向きに検討をしていきたいと思いますのでよろしくお願いしま

す。 
 
８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 
８番（戸丸廣安君） 是非、前向きにそして具体的に検討の方を、そして取組の方をよろ

しくお願いします。 

 片品は、フレッツ光インターネットの回線の導入が早かったです。その本村でのＳＮＳ

を用いられればかなりこのインターネット回線が更に生きる。このように思いますけれど

もこの点はどのように考えますか。答弁をお願いします。 

─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） 暫時休憩いたします。 
     午前１０時２４分 
 
     午前１０時２５分 
議長（髙橋正治君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい。 

 今の関係につきましては、議会と多くの関係者のご理解をいただき、全村内に光回線を

整備させていただいております。利用状況については、目標以上を加入いただいておりま

すが、更に利用していただけるよう考える次第でございます。 
 
８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 
８番（戸丸廣安君） インターネット自体が生活に密着されるものとして見つめる時に、

このＳＮＳも含まれると考えますので研究をさらによろしくお願いします。 
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 なお、比較的利用者が多いのは若者世代です。その若者の意識言行に講ずるスピードの

ある行政対応とこのようになるように思いますので、この点を一言ありましたら言及して

ください。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい。 
 具体的な取組の事例をいただきましたが、これについても片品村で取り込むことができ

るかどうか前向きに検討していきたいと思います。 
 
８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 
８番（戸丸廣安君） 是非、前向きに検討の方をお願いします。 

 次に、観光振興にとどまらず、それ以外の分野、つまり産業振興や農業振興のために、

このＳＮＳを活用するということを考えたわけですけれども、この点に関して村長として

は、どのように受け止めておられますか。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 
 同じ内容になるんですが、前向きに検討していきたいということになります。よろしく

お願いします。 
 
８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 
８番（戸丸廣安君） できればもう少し深く答弁を願いたいところでありますけれども、

その点を思いを込めて、次の質問へと移らさせてまいります。 

 片品には尾瀬ブランドがあります。これを村外、県外、全国にアピールしていくことが

必要であろうと思います。 

 その手助けとなるのが、このＳＮＳインターネットによる広範的なピーアールの仕方だ

と思います。それ故もう一度この点に関して共通しますけれども、ＳＮＳを使っての尾瀬

ブランド産品の販売の促進化をしてみませんか。 

これに関しましては、担当課長にも言及してもらうことができればお願いしたいという
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ふうに思います。 

 

村長（千明金造君） はい。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 
 ＳＮＳで尾瀬ブランド品の販売を活用してみないか。尾瀬ブランド品への対応と今後の

戦略とはという質問でありますが、まず、尾瀬ブランド品への対応につきましては、尾瀬

ブランド委員会の人達にお世話になり、内容の見直しやら、公募・審査を行ってきました。 

 加工食品のみならず、工芸民芸品など３１点を第２次尾瀬ブランド品として、昨年７月

に認定をしていただいたところであります。 

 認定以降は、名水サミットや禹王サミット、また観光展や物産展などでのＰＲ，パンフ

レットやのぼり旗の作製、花の駅やかたしなやなどで取り扱い、村ホームページで周知Ｐ

Ｒなどを行っているところであります。 

 次に、今後の戦略ということでありますけれども、片品村の特産品である尾瀬ブランド

や農産物などの販売を促進することは、村の主産業である農業や観光の育成と合わせ、村

経済にとって大切なことであり、総合計画後期基本計画シンボルプロジェクトの中にも位

置づけて、取り組んでいるところであり、今後も行政として可能な範囲で積極的に支援し

てまいりたいと考えております。具体的には平成２５年度事業として、学識経験者や住民

などの構成する組織を設け、販路拡大に向けた仕組みづくりの検討や、インターネット販

売システム構築研究や、お届けパック販売モデル事業などを予定しております。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 

８番（戸丸廣安君） この点に関しまして、担当のむらづくり観光課の方では、何かあり

ますか。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい。 
 ⑤の方は私の方でお願いします。 

 

議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 

─────────────────────────────────── 
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議長（髙橋正治君） 暫時休憩いたします。 
     午前１０時３０分 
 
     午前１０時３２分 
議長（髙橋正治君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。  

─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 

 

むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 

 ただいまのご質問でございますけれども、村長が述べられたように、細かく今説明をさ

れたかと思っております。ＳＮＳいわゆるソーシャルネットワーキングサービスというこ

とを使ってのＰＲであるとか、そういったことも検討していくということで、村長は細か

く答えておりますので、私の方は以上で村長の答弁に代えさせていただきます。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 

８番（戸丸廣安君）  

 既にＳＮＳを通して、尾瀬ブランドの販売に入っていると、こういうような点は、表現

をできる段階にきているのかその辺があると思いますが、その辺も後ほど言及してもらえ

ればというふうに思います。 

 次に、村長にお伺いします。ＳＮＳ等を活用した双方向性のある情報展開へとかたしな

やを充実させるべきだとこのように考えますけれども、この点はどう思いますか。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

ＳＮＳを活用した情報センターへとかたしなやをすべきだが、かたしなやの販売戦略と

目標達成の現状との質問ですが、議員ご承知のとおり、かたしなやは、憩いとおもてなし、

交流と連携の拠点づくりとして、広く村内外を視野に入れ、村の中心地を整備し、人々に

来ていただこう、利用していただこうという考えのもと、出来ることから取り組もうと、

群馬県の補助事業にて整備し、昨年７月にオープンしたところであります。交流と憩いの

場、喫茶コーナー、資源の情報発信、特産品等のＰＲ、６次産業化の推進など目標内容が

あります。 

 現状は、村民や観光客向けへの各種催しの開催、学校等の待ち時間での利用、地元のお

年寄りなどの憩いの場、観光客を含めた村内外の利用、新商品水芭蕉焼きの製造販売、は
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げ盛イベント支援、農産物組合員は現在５７人、各種団体や村民との連携により、１月末

現在の売上は、１，２５０万円で、販売点数は２８，９００点であります。まだオープン

して半年でございますので、まずはしっかりいろいろと挑戦しながら、やってみることが

大事ではと、まだまだ伸び代があると感じているところであります。 

次に、工夫と改善点が幾つか考えられるが。とのご質問ですが、必要な工夫や改善は、

当然、取り組んでまいりたいと考えております。地元住民や学識経験者等を交えて、更な

る利用活用等を検討して行く予定でありますのでよろしくお願いいたします。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 
 
議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
 

８番（戸丸廣安君） まとめて答えていただきました点もありますので、具体的な販売目

標とか、半年経ってみての気づきとか改善点とか、そのようなものも表現していただいた

と思います。 

 なお、時間の関係がございますので、次へと移らさせていただきたいと思います。 

一点だけこのような点があるので言及します。 

 営業開始時間、朝、出発前のお遣いが可能なように、営業開始時間のこと。あと、おみ

やげのそれなりの在庫の確保、まあこれ農産物も含めてですけれども、この辺は感ずると

ころであります。 

 次に、Ｆ&Ｂ良品について具体的にお願いをしたいと思います。 

佐賀県武雄市からの誘いである自治体が進めるＳＮＳでありますけれども、そのきっか

けは、昨年秋の総務文教常任委員会の行政視察でありました。Ｆ&Ｂ良品ネットワークの参

加を樋渡武雄市長から熱く語られた経緯があります。これに関しまして、前置きの話は行

いませんけれども、率直な印象並びに参加への意志というものを検討されておられました

ら、ここで述べられる範囲で良いですけれどもお願いします。そして、もし参加への方向

で努力するつもりであれば、いつ頃までに判断をしたいと、どのように考えておられるか、

その辺をお願いします。 

 

議長（髙橋正治君） 村長でよろしいですか。 

 

８番（戸丸廣安君） 村長お願いします。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） これはむらづくり観光課長になっていますよね。 
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８番（戸丸廣安君） それでは、課長お願いします。 

 

議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 

 

むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 

 それでは、ただいまの質問にお答えをいたします。 

武雄市からの誘いでありますＦ&Ｂ良品ネットワークへの参加意思はとのご質問でござ

いますけれども、先ほど村長が述べられましたように、尾瀬ブランド品などの販路促進支

援は大切なことであり、販路拡大に向けた仕組みづくり検討や、インターネット販売の研

究構築などに取り組んで行くわけでありますので、その中で、ツールの一つとしてＦ&Ｂ良

品への参加も検討していきたいというふうに考えております。 

 続いて、ではそれはいつなのですかということでのご質問ですけれども、新年度の中で、

検討を行って、その結果で対応していきたいとそのように考えております。 

以上でございます。 

  

議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 

８番（戸丸廣安君） 新年度での検討をということで、具体的に答えていただきました。

共有するところは、販路拡大。それは誰しもが思う、また、行き着いているところのよう

に思いますので、その点での検討が急がれればなというように思う次第でございます。 

 なお、Ｆ＆Ｂ良品の仕組みについて、ほんのちょっと、ほんのちょっとの説明をさせて

もらいますけれども、これは自治体が強く後押しする地元産品の全国販売巡回システムで

す。 

商品の認知度が高まり、販路拡大が期待できるというものであります。配送料が既存の

半額程度を目指しています。大手宅配会社が、コールセンターを設置し、商品説明、受注

も代行するようになると言われます。地元では、商品の開発と安定発送などが期待されま

す。加入による初期費用が２１０万円程度で、月額維持費は、これはインターネットでの

販売促進という形が可能になるものなんですけれども、１５万円程度掛かると言われてい

ます。 

なお、武雄市から担当者に過日来てもらいましたし、東京のセミナーにも、私事ですけ

れども参加をさせてもらっております。武雄の樋渡市長は、片品なら先んじてできるだろ

うと、そんな風な思いがあってこそだと思います。一生懸命我々委員会メンバーに接して

いたし、時間をとってくれて説明をしてくれたことを思い出します。要は、ＳＮＳを活用

したＦ＆Ｂ良品システムがよりスピーディーに、より早くより多くアピールして、良く目

立つこと。そして片品産品がみんなの、つまり首都圏や全国の関心事になるというように

思う次第であります。こうした点を受けまして質問に入りますけれども、かたしなやのブ

ランド、産品を販路拡大という点において進めていくわけですけれども、今考えられる村
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としての課題、人材面での課題、資金面での課題というのが考えられますけれどもその辺

を言及お願いいたします。 

 

議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 

 

むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 

それではただいまのご質問にお答えをいたします。 

今、考えられる、村としての課題はということ。また人材面での課題、資金面での課題

はどうなんだということでございますけれども、まずは、村としての課題はということで

お答えをしたいと思います。 

 商品を販売をする方策として、インターネットを活用することは、一つの方法として大

切であるというふう思っております。しかし、ネットで公開を行えば、売れるというもの

でもないんだろうというふうに思います。商品本来の魅力化であるとか、商品内容の発信

方法、注文があった際の発送方法などなど、その後の信用問題も含めて、人の関わりが重

要であり、その部分も含めた仕組みづくりであるとか体制づくりというものが課題であり、

検討していく必要があるというふうに思っているところであります。 

 続いて、人材面での課題は、とのことですけれども、ネット販売とは言え、人の関わり

が極めてやはり重要であるというふうに考えております。誰がどこでどのように関わるの

かなど、その仕組みづくり体制づくりの検討の中で、考えていかなければならないと思っ

ています。 

 次に、資金面での課題は。とのことでございますけれども、ネット販売、ツールの一つ

であるＦ＆Ｂ良品への加入については、ホームページの構築・初期設定・デザインなどの

費用として２１０万円を初期加入料として支払う必要がございます。その後もホームペー

ジの維持更新のために月額にすると１５７，５００円、年額にすると毎年１８９万円を武

雄市に支払う必要がございます。 

 また、Ｆ＆Ｂ良品に加入した場合でも、閲覧数の多い武雄市のフェイスブックと相互に

つながるわけではありません。独自の検索が必要になると思います。加入した場合は、先

ほど議員さんが話されましたように、発送料が通常よりも安くなるという利点がございま

す。 

例えば、東京であれば通常７００円掛かるとした場合、そこが半額の３５０円になると

いったような利点があるのも確かでございます。 

 そのような費用対効果も含めて、仕組みづくりと共に検討していく必要があるのかなと

いうふうに考えております。以上でございます。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 

 

議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 
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８番（戸丸廣安君） 二点、発想を含めてあることを触れてもらいましたし、具体的に費

用対効果という点で、積極的にこれは新年度にて研究をしていくだろうな。このように期

待を伺えます。 

なお、全国的に今加入自治体は１１市町村であります。それは主に市と町でありまして、

村は今のところ加入していません。そうした中、片品村はできるんじゃないかという熱い

思いが届いていることからして、村ということである程度可能だとこういう思いで色々調

べていくなかで感じるところです。要は、そのしようとしている意欲と、また地域の物産

をなんとしても多くの人に知ってもらう、そのような手助けが行政サイドにおいてもでき

るのではないか。この様な点を着目している訳でございます。 

 どちらかと言えば、費用等課題もあるということで、そのへんも十分検討をお願いした

いというふうに思います。あえて村ということも含め、また立地条件も含めて、もしデメ

リットというのがあるとすれば、そのデメリットをメリットに代えるそういう意欲とか工

夫、こういうものが具体的には、なされているやに思えるのが、今のネットを使ったプロ

モーションになりますし、そのような方向で片品もしていければ、大きな展開がなされる。

このように思い期待しているところであります。 

それでは次に入ります。販路拡大ＰＲ、６次産業化推進についてなんでありますけれど

も、片品産品を販路拡の協力、その全国ＰＲ、そして必要な６次産業化の推進について、

どのように考え、またどう切り開いていくかその辺を言及をお願いします。 

 

村長（千明金造君） はい。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 片品産品の販路拡大への協力、その全国ＰＲ、そして必要な６次産業化の推進について、

どのように切り開くか、村の積極的介入はどこまでかとのご質問ですが、先ほどもお答え

いたしましたように、村の経済にとって大事なことであり、行政としても可能な範囲で積

極的に支援をしたいと考えております。 

 ６次産業化につきまして、国では村に合ったきめ細かな補助制度がないことにより、今

年度に村独自の補助制度を作り支援を行ったり、専門家を招いての勉強会などにて、参加

者の意見を聞いたりしているところであります。販路拡大やＰＲについても、先ほどお答

えしましたように、取り組み計画しているところであります。村として出来ることと出来

ないことは、との質問ですが、村民全体の利益を考え、公平で偏りのない行政運営が基本

であり、その上で総合的に考えて、その都度、判断対応してまいりたいと考えています。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 
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議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 

８番（戸丸廣安君） あくまでも、行政が行うことに関しては、公平さが必要だという点

を重々承知であります。ただ、ならばすべての希望するあるいは積極的にそういう分野に

関わりたいというところに関して、協議の部分を惜しまず全面的に関与して、ゆくゆくそ

のような点も、今利用するには必要なところではないかとこのように思います。行政が関

わる地元産品の販路拡大という点で、流れが全国的にはそうした流れも本当におりますの

で、このＦ＆Ｂ良品を含めてそういう観点でこうした質問にいたったということで理解を

お願いしたいと思います。是非、積極的な販路拡大への後押しあるいは指導の方を行政と

してお願いしたいと思います。 

 最後に、農業振興へのＩＴ活用について、施策として伺いたいのですが、ＳＮＳ等イン

ターネットサービスの活用で、村の農業その他の振興に大幅な変化と効果をもたらすべき

ではないだろうかと、そういう時期が来ているとそのように思います。やはりこの点は、

大きな工場進出というものを願ってやまない片品ですけども、それが十二分に期待できな

いという答弁であれば、インターネットでは、バーチャルと言う言葉がありますけれども、

バーチャル大店舗などを造ることで、それに匹敵するような事業展開、工場展開をしてい

けるんじゃないかとそのように期待するものであります。この点に関しまして、村長並び

に農林建設課長に答弁をお願いします。 

 

議長（髙橋正治君） 質問時間あと６分となっておりますので簡潔にお願いします。 

 

村長（千明金造君） はい。 

 

議長（髙橋正治君） 村長。 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 まず、私の方から、私の部分について答弁させていただきます。 

農業等振興へのＩＴ活用施策についてのご質問ですが、農業振興のＩＴ化につきましては

今後調査研究を進め、片品村の農業振興にプラスになるような取り組みをしていきたいと

思います。 

また、バーチャル大店舗と工場の片品進出につきましてでありますが、行政がどのよう

に関われるか検討していきたいと思いますので、議会の皆様方のご協力をお願い申し上げ

て戸丸廣安議員への私の答弁とさせていただきます。 

 

議長（髙橋正治君） 続いて、農林建設課長 萩原正信君。 
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農林建設課長（萩原正信君） はい、農林建設課長。 

 それでは、戸丸廣安議員の農業振興へのＩＴ活用施策についてお答えいたしたいと思い

ます。 

農業振興へのＩＴ活用は大変よろしいかと思います。しかしながら、片品村の農業従事

者の現状をみますと、ＩＴにはほど遠い方達が多い状況であります。 

また、就農者数も減少しているところであります。全国的にも農業の担い手が減少して

いるなかでありますが、地域農業振興については、国が、平成２３年１０月に定めた「我

が国の食と農林漁業の再生のための基本方針・行動計画」における戦略のひとつである持

続可能な力強い農業の実現のため、平成２４年度において、地域における人と農地の問題

解決に向け、集落・地域における話し合いにより、市町村を実施主体として「人・農地プ

ラン」地域農業マスタープランを作成することとし、本村におきましても昨年１２月に作

成をし、新規就農者の確保や農地利用集積などに取り組んでいるところであります。 

この人・農地プランを進めていくためひとつの事業として、新年度予算に新規事業とし

て、青年就農給付金予算を計上いたしました。この青年就農給付金とは、原則４５歳未満

で、独立自営就農する方に、年間１５０万円を最長５年間支援するというものであります。 

 戸丸議員ご指摘の、農業振興へのＩＴ化を進めるためにも、これからの農業の担い手を

育成することが大前提であるため、片品村の農業を継承できる就農者の育成に努めてまい

りたいと思います。 

 また、バーチャル大店舗につきましては、村長が説明申し上げましたとおり、行政がど

のように関われるか調査検討を進めて行きたいと思います。 

以上であります。 

 

８番（戸丸廣安君） 議長。 

 

議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 

８番（戸丸廣安君） 答弁を具体的な施策に踏み込んでいただいて話してもらいありがと

うございます。 

 なお、農林建設課長、この１５０万円という５年間の支援の中には、ＩＴを絡めた提案

というのも可能だというふうに考えてよろしいのでしょうか。 

 

議長（髙橋正治君） 農林建設課長 萩原正信君。 

 

農林建設課長（萩原正信君） はい、農林建設課長。 

 この青年就農者の給付金につきましては、ＩＴということよりも新たに自営就農する方

を対象として給付するものであります。 

 



 

23 
 

８番（戸丸廣安君） 議長。 

 

議長（髙橋正治君） 戸丸議員。 

 

８番（戸丸廣安君） わかりました。その点は、直接関係性が薄いかもしれない。いずれ

にしましても、このようにして片品村にとりましては、販路拡大を中心として積極的に強

い農業を育成していくという心構えが感じられますとともに、そのＳＮＳそしてインター

ネット、ＩＴをとおして駆使し積極的に全国に打って出る。そのようなことが将来的にき

たんじゃないかなと言うふうに思います。ＩＴが十二分になぞらえてないということもあ

りますけれども、それは課題としてしっかりと受け止めて、議会も含めて積極的に推進を

していく。また行ってもらいたいこのように思います。この点をまた改めて言及並びに調

査のことを行政に期待しながら私の質問を終わりにしたいと思います。 

ありがとうございました。 

 
議長（髙橋正治君） 以上で、８番 戸丸廣安君の質問を終わります。 
 
議長（髙橋正治君） 次に、３番 星野精一君。 

（３番 星野精一君登壇） 

 

３番（星野精一君） はい、３番。 
 

３番（星野精一君） 昨年、１２月１日付の日本経済新聞の第二面の１０㎝ほどの小さな

囲み記事は、大きなインパクトを与えたのか、その後いくつかの雑誌や新聞の経済面で目

にしました。 

 「国内において、大人用の紙おむつの生産量が幼児用の生産を超えたと。これを少子高

齢化のシグナルとみなし、海外のヘッジファンド等が日本国債の売り崩しにくることが懸

念される」といった内容だったと記憶しております。 

 今回私は、この少子化時代におけるわが村の取り組みと、農業の活性化に対する質問を

通告に基づいて行います。 

（３番 星野精一君 質問席に移動） 

 

議長（髙橋正治君） 村長 千明金造君、答弁席へ願います。 

      
村長（千明金造君） はい、村長。 

（村長 千明金造君 答弁席に着席） 
 

議長（髙橋正治君） ３番 星野議員。 
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３番（星野精一君） はい、３番。 
 質問の１ですけれども、平成２４年度はこれから生まれる子供まで含めても１９人。不

退転と言う言葉を安易に使うことは慎むべきだと考えますが、しかし、いよいよ２０人を

割り込んだという現実に対して、不退転の決意で取り組む時が来たと私は考えますが、村

長の認識をお聞かせください。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
星野精一議員の通告に基づいて、質問にお答えいたします。 
平成２４年度の出生が１９人。これに対しての現状認識についてですが、平成２４年度

に出生予定は１９人でしたが、１人転出しましたので１８人であります。 
内訳といたしましては、第１子が９人・第２子が４人・第３子が３人・第４子が１人・

第５子が１人、計１８人であります。 
現状認識については、年々出生人数が少なくなっていますので、大変憂慮しております

が、今後第２子・第３子と出産が増えることを期待して子育て支援を進めて行きたいと思

います。  
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 

 
３番（星野精一君） はい、３番。 
 それでは、その共通認識において、２番の質問に入ります。 
 私は平成２５年度を、子育て支援元年と位置づけて、数値目標を設定し、そこに向けて

様々な支援を行うべきだと考えます。  
 その際、数値目標を３２人とします。これは片品には３２の集落があり、毎年そこに１

人の子供が生まれなければ、その集落は衰退していくからです。 
 具体的な支援内容の私なりの提案ですが、昨年１２月２５日の東京新聞に興味深い記事

が載っており、それを少し読まさせていただきます。 
 見出しが、子育て支援、お金よりも保育所安くとありますけれども、１０月下旬、０か

ら６歳の子供を持つ全国各地の男女計３，０００人がインターネットを通じて答えた。 
 保育所や幼稚園などの費用負担軽減が７２パーセントと最も多く、ほかに児童館や公園

など子供の遊び場所の拡充５１パーセント、このような記事が載っておりました。 
 私たちの村での保育料や給食費の無料化、出産などの子育てに関する様々な支援を行い、

数値目標に近づけるべきだと考えます。いかがでしょうか。 
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村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 保育料や給食費の無料化、出産などの子育てについての支援についてですが、今年４月

から、２歳児以上の保育料を無料化するための、関係規則の改正を含めて進めているとこ

ろであります。 
また、給食費につきましても、２人目以上の在籍児童等を扶養する保護者に対し、２人

目以降に係る学校給食費の負担を免除することにより、保護者の負担を軽減すべく新年度

予算に盛り込んで子育て支援をする予定であります。 
なお、現在実施している事業の妊婦健診は、１人１４回の健診を医師会に委託して、個

人負担なく検診を受けられます。 
出産祝金は、第３子以上の出産に対して３０万円の祝い金を支給していますし、出産す

る方については、出産育児一時金を国民健康保険特別会計から１回の出産について４２万

円を支給し、費用負担の軽減を図っております。 
予防接種については、ポリオや日本脳炎・麻疹・風疹・破傷風等も実施していますが、

全国に先駆けて、子宮頸ガン・小児肺炎球菌・ヒブワクチンを全額公費負担で実施してい

ます。保護者の負担はなく受けられます。 
不妊治療は、助成金交付回数を通算５回とし、治療１回あたりの助成限度額を１０万円

としての通算で５０万円の助成を行い、出産を希望する方への援助を行っています。 
今後も引き続き、各種の福祉の支援を継続して、少子化対策や子育て支援をしっかりや

って行く所存でありますのでよろしくお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 

 
３番（星野精一君） はい、３番 
 先ほど村長の答弁のなかに、保育料の２歳以上とありましたけれども、これは１人目と

か２人目とかそういうのがありますけれども、何人目からでしょうか。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 先ほど申し上げましたように、２歳児以上を全額無料ということになります。人数は関
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係なく、２歳児以上ということになります。保育料の関係です。 
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 

 
３番（星野精一君） はい、３番 
 私は、常々２１世紀の地方自治の本質は、自己決定力、自己責任力、迅速力だと言って

まいりましたが、今の村長の答えはそれに値すると思います。 
 利根郡の他の４市町村の取り組みを調べてみても、沼田、みなかみ、川場、昭和、給食

費が無料のところはありません。 
 また、保育料ですけれども、条件をつけて、これは村県民税が非課税の家庭であるとか、

あるいはそういうところは申請によって保育料が無料のところがありますけれども、片品

の取り組みのようなところはありません。これは大いに子育て支援に貢献すると思います。 
 村長、不妊治療というのがありますけれども、これは非常にデリケートな問題なので、

なかなかこう普段の会話に上がってこない。しかし、実感として、なかなか授からないと

いう人が増えております。これは、前橋から嫁いでくれた方から聞いたんですけれども、

前橋は不妊治療に対して助成が出ていると。利根沼田でも昭和村がこれを行っています。

１人年１０万円を上限として５年間はこれをやっていると。不妊治療に関しては、ほかの

ところは実際にやっておりません。これも是非欲しいけど授からないということが、本当

に切実な問題でありますので、これも是非お考えください。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 先ほど説明したように、片品村でも１回の助成限度額１０万円として、通算で５回まで

助成を行っておりますのでひとつよろしくお願いします。 
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 

 
３番（星野精一君） はい、３番 
 先月１９日の上毛新聞に、幼児教育無償化という見出しがありました。政府は１８日、

３から５歳児の幼児教育無償化に向け、政府与党による協議会設置する方針を固めた。試

算では、幼稚園や保育園に通うすべての３から５歳児を無償にした場合、新たに年間７，

９００億円が必要で、巨大な財源をどう確保するのか実現に向けた最大の課題となってい

る。とありました。鳴り物入りで発足した安倍政権ではありますが、私は、これが実行で

きるか否かが、この政権の本気度を試すリトマス試験紙だと考えております。 
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子供を育てにくい、あるいは生みにくい社会や国家に未来はないからであります。 
 片品村の健全な未来のために、私、議員として行政と一緒に取り組む所存であります。 
 それでは、そのまま３番の質問に移ってもよろしいでしょうか。 
 
議長（髙橋正治君） どうぞ。 
 
３番（星野精一君） 今年度生まれる１８人のうちに、４分の１弱がＩターン家庭です。 

 Ｉターン家庭は若い人が多く、少子化に歯止めを掛ける原動力になってくれていますが、

この人達が、移住から定住になれるよう行政がより一層の支援を行うべきです。現状はど

のようになっていますか。 

 

村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
移住から定住になれるよう、行政が支援すべきと考えるが、とのご質問にお答えいたし

ます。 
住環境の整備として、定住・長期滞在を促進するために、村のホームページにて、片品

村空き家バンクナビを創設し、空き家等の情報提供を行う相談窓口を設けております。 
現在までの物件情報は１７件で、契約件数は１２件、その内でも村外から移り住んだ人

の契約は１１件となっております。 
また、定住促進家賃補助制度を平成２３年度に新設したところですが、この２月に要綱

の見直しを行い、より利用しやすくしたところでございます。 
今後も、物件情報を増やし、村内外に幅広く情報提供していきたいと考えております。 

 住環境の他にも、生活をしていく上では、就労の場づくりが大切でありますので、総合

計画後期基本計画の若者の雇用創造に向けたシンボルプロジェクトに、引き続きしっかり

と取り組んでまいります。 
 また、既に移り住んでいる若者等の感性や行動力なども参考にしたく、これまでに３回

の意見交換会を行っているところでもあります。 
 今後も、引き続き、移り住んで来られた方々から意見を聞くなど、移住から定住になれ

るように、行政として支援できることについて、検討を深めてまいりたいと考えておりま

すのでよろしくお願いいたします。 
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 
 
３番（星野精一君） はい、３番。 
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 この担当は、むらづくり観光課の若者雇用創出室がやっていますか。 

 

村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 はい、そのとおりです。むらづくり観光課が担当となっております。 
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 
 
３番（星野精一君） はい、３番。  

島根県の日本海側、これは隠岐諸島の中に海士町という半径４キロぐらいの、小さな島

であり自治体があります。フェリーが１日２回、冬は１回。３時間掛かるへんぴな島は、

かつて７，０００人居た人口がどんどん減り始め、危機感を持った町は、定住対策に本腰

を入れ、それは着実に効果を上げ、２００４年から２００９年にかけ１４４世帯２３４人

が移り住んだとのことです。 
 それは現在村の人口の１割を占め活性化を大いに進めているとのことです。 
 私たちの村にも幸いなことに、移り住む若者が沢山いますが、地縁や血縁も全くないと

ころに入ってくる心細さは、この村で生まれ育った我々には、なかなか理解できないと思

います。 
 例えはつたないですが、Ｉターン移住してくれる人達は、片品に惚れて片品に嫁いで来

たんだと。それでは、仲人親は誰なのかと言えば、これは村であります。村が親の努めと

して、彼らをしっかり支えてあげるべきです。定住促進係というものを是非設けていただ

きたいと思います。利根郡他市町村の行政機構図のなかにも、定住促進係というものは見

あたりません。先んずれば人を制すると言いますけれども、しっかりとした支援をして、

しかもそれを政策的にやることによって、Ｉターンを呼び込めるはずです。これに対して

お考えはどうでしょうか。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） むらづくり観光課長でよろしいですか。 
 
３番（星野精一君） はい。 
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議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 

  

むらづくり観光課長（木下浩美君） 片品村では、ただいま第３次総合計画後期計画を基

に進めておりますけれども、その中でも、特に大事だと、大切だということについては、

人口問題、そして若い人達の働く場所、環境も含めてですね。そういうことが大事だとい

うことでシンボルプロジェクトとして設け、それに取り組んでいるところでございます。

その若者の雇用創造等を取り組むために必要であるということで、むらづくり観光課の中

に、若者雇用創出室という部署を設けて、今取り組んでいるところでございますので、今

言われました定住促進につきましても、取り組みをしておりますけれども、更に先ほど村

長が言われましたように、深めてしっかりと取り組んでいきたいというふうに思っており

ます。今ある部署のなかで、そういう部屋があるということでご理解をいただきたいと思

っております。 

 

議長（髙橋正治君） 星野議員。 
 
３番（星野精一君） はい、３番。 

 若者雇用なんですけれども、これは職員が何名いて、性別は男か女かお聞かせください。 

 
議長（髙橋正治君） むらづくり観光課長 木下浩美君。 
 
むらづくり観光課長（木下浩美君） はい。 

 私がそこの室長も兼務をしております。その他に職員として、男性が２名、女性が１名

という形で取り組んでおります。 
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 
 
３番（星野精一君） 非常に充実したメンバーで、これは安心しております。 

 椎坂トンネルも１年早く前倒しで開き、自然が豊かで支援も含めた子育て環境の良いと

ころに住みたいという若者は増えています。価値観が変わってきています。少し収入が落

ちても、とにかく子供の環境を優先したいと。片品はそれに当てはまる場所だと考えてお

ります。村の政策として活性化にもなりますので、是非これを押し進めてください。 
 続きまして、農業の活性化に移ってもよろしいでしょうか。 
 
議長（髙橋正治君） どうぞ、続けて質問をお願いします。 

 
３番（星野精一君） 観光と農業の２本柱の片品ですが、農業の方は片品農協がしっかり

と引き受けてくれてきました。 
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しかし、合併後、支店となり３年経ち合理化が進み、片品ならではの独自性が発揮でき

ない状況になってきたのを、１人の農家として実感します。私は、行政がそれを補う組織

を立ち上げるべきが来たと思っておりますけれども、村長の見解をお聞かせください。 
 
村長（千明金造君） はい。 
 
議長（髙橋正治君） 村長。 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
ご質問にありますように、農協の合併により広域的な組織運営となることから、以前の

ような本村の独自性を活かした農業運営が薄れつつあることについては、認識していると

ころであります。 
村としては、特色を活かした近代化農業の振興と青年就農者や新規就農者等の育成を図

るべく、各種農業団体等を含めた農業振興対策を図れる組織を設置して、本村の資源を活

かした活気ある村づくりを構築していくことが必要であると考えていますので、議会の皆

様のご協力をお願いして、星野精一議員への答弁とさせていただきます。  
 
議長（髙橋正治君） 星野議員。 

 
３番（星野精一君） 片品の農業は、伸び代がふたつあると私は考えております。 

 昨年度は、農産物の売上がトマトの６億２，０００万円を筆頭に、合計１１億２，００

０万円。これは農協を通した額で個人出荷も加えれば１２億強だと思います。 
トマト・とうもろこし・大豆・小豆・りんごなど片品で生産される作物は、私、１５年

間直売をしてきましたけれども、その実感として、日本の１番のブランドになれる実力を

兼ね備えていると思っております。 
 今、足らないのは、農家自身が１番になろうという意欲と、１番にしてやろうという農

協の情熱です。このふたつが発揮され、そこに政治の力が加われば、１本１００円で売っ

ているとうもろこしが１５０円。４㎏箱１，０００円で売っているトマトが１，５００円

と売上の伸び代はまだまだあるということです。 
 ふたつ目は、今、片品の農業は大規模農業から中・小規模農業に移っております。大根

の１０分の１ほどで、トマトは営農できます。当然、条件の良い農地が余ってきます。こ

れを活用しながら就農によるＵターン、Ｉターンも十分できます。その伸び代このふたつ

であります。 
 仕事師を集めた組織を立ち上げることは、村の活性化につながります。 
 私もひとりの農家としていかなる協力も惜しみませんので、私たちの村から日本で１番

の農作物ができるように、議会と行政が協力しながらやっていく時代に入っていると思い

ます。 
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以上を持ちまして、私の一般質問を終わります。 
 
議長（髙橋正治君） 星野精一君の質問を終わります。ご苦労さまでした。 
以上で、一般質問を終わります。 

─────────────────────────────────── 
議長（髙橋正治君） 暫時休憩いたします。 
     午前１１時２０分 
 
     午前１１時３０分 
議長（髙橋正治君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 
日程第７ 議案第１号 片品村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第７、議案第１号 片品村新型インフルエンザ等対策本部条例

の制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第１号 片品村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について提案の説明を申

し上げます。 
 本条例は、平成２４年５月１１日に「新型インフルエンザ等対策特別措置法」が制定さ

れ、法第３７条において準用する法第２６条の規定に基づき、市町村が対策本部条例で必

要な事項を定め、感染症法と相まって新型インフルエンザ等に対する対策の強化を図るた

めでございます。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
保健福祉課長 吉野耕治君。 

 
保健福祉課長（吉野耕治君）  

（詳細説明） 
 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 
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     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第１号 片品村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定についてを採

決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第１号 片品村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定については、

原案のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第８ 議案第２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関

する基準を定める条例の制定について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第８、議案第２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について、提案の説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律、平成２３年法律第３７号の規定に基づき、片品村指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例をお願いするものでございます。 
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 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
保健福祉課長 吉野耕治君。 

 
保健福祉課長（吉野耕治君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の制定についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第２号 片品村指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例の制定については、原案のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第９ 議案第３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び

運営等に関する基準を定める条例の制定について 

 
議長（髙橋正治君） 日程第９、議案第３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの
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事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条例の制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営等に

関する基準を定める条例の制定について、提案の説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律平成２３年法律第３７号の規定に基づき、片品村指定地域密着型介護予防サービス

の事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条例の制定をお願いするものでござ

います。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
保健福祉課長 吉野耕治君。 

 
保健福祉課長（吉野耕治君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営等に関する基準を定める条例の制定についてを採決します。 
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お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第３号 片品村指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備

及び運営等に関する基準を定める条例の制定については、原案のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 
日程第１０ 議案第４号 片品村道路構造条例の制定について 
 

議長（髙橋正治君） 日程第１０、議案第４号 片品村道路構造条例の制定についてを議

題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第４号 片品村道路構造条例について、提案の説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律平成２３年法律第３７号の規定に基づき、片品村道路構造条例の制定をお願いする

ものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
農林建設課長 萩原正信君。 

 
農林建設課長（萩原正信君）  

（詳細説明） 
 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 
 

８番（戸丸廣安君） はい。 
 

議長（髙橋正治君） はい、８番 戸丸廣安君。 
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８番（戸丸廣安君） ８番。 

理解を深めたいので、教えて欲しいのですけど。かなりのボリュームでございます。 

 この新条例の特徴というものはどういうことなのか。理解を深められればと思っていま

すのでお願いします。 

 

議長（髙橋正治君） 農林建設課 萩原正信君。 

 

農林建設課（萩原正信君） はい。 

 これは、冒頭申し上げましたように、国の方で地域の自主性及び自立性を深めるための

改革の推進を図るための関係法令の整備に関する法律に基づきまして、道路法で今まで規

定されていたものが、それぞれの自治体の方に権限が委任されたために、それぞれの市町

村において道路構造について定めるというものであります。 

 

議長（髙橋正治君） 続いて、質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 
     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第４号 片品村道路構造条例の制定についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第４号 片品村道路構造条例の制定については、原案のとおり可決さ 

れました。 
─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） 暫時休憩いたします。 
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     午前１１時５９分 
 
     午後 １時３０分 
議長（髙橋正治君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

─────────────────────────────────── 
日程第１１ 議案第５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準

を定める条例の制定について 
 

議長（髙橋正治君） 日程第１１、議案第５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路

の構造に関する基準を定める条例の制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

の制定について、提案の説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律平成２３年法律第１０５号の規定に基づき、片品村移動等円滑化のために必要な道

路の構造に関する基準を定める条例の制定をお願いするものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
農林建設課長 萩原正信君。 

 
農林建設課長（萩原正信君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
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     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を

定める条例の制定についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第５号 片品村移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準

を定める条例の制定については、原案のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第１２ 議案第６号 片品村道路標識条例の制定について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１２、議案第６号 片品村道路標識条例の制定についてを議

題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第６号 片品村道路標識条例の制定について、提案の説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律平成２３年法律第３７号の規定に基づき、片品村道路標識条例の制定をお願いする

ものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 

農林建設課長 萩原正信君。 

 

農林建設課長（萩原正信君）  

（詳細説明） 
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議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第６号 片品村道路標識条例の制定についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第６号 片品村道路標識条例の制定については、原案のとおり可決さ

れました。 

─────────────────────────────────── 
日程第１３ 議案第７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技

術管理者の資格基準に関する条例の制定について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１３、議案第７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資

格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定についてを議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
 議案第７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資

格基準に関する条例の制定について、提案の説明を申し上げます。 
 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す



 

40 
 

る法律平成２３年法律第１０５号の規定に基づき、片品村布設工事監督者に関する配置基

準及び資格基準、水道技術管理者に関する資格基準条例の制定をお願いするものでござい

ます。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 
農林建設課長 萩原正信君。 

 
農林建設課長（萩原正信君）  

（詳細説明） 
 
議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 
質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
 これで質疑を終わります。 
  これから討論を行います。 
  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 
     （「なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 
これから、議案第７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術

管理者の資格基準に関する条例の制定についてを採決します。 
お諮りします。 
本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
 
議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 
したがって、議案第７号 片品村布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技

術管理者の資格基準に関する条例の制定については、原案のとおり可決されました。 
─────────────────────────────────── 

日程第１４ 議案第８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定について 
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議長（髙橋正治君） 日程第１４、議案第８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定に

ついてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定について、提案の説明を申し上げま

す。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律平成２３年法律第３７号の規定に基づき、片品村村営住宅等整備基準条例の制定を

お願いするものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 

農林建設課長 萩原正信君。 

 

農林建設課長（萩原正信君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定についてを採決します。 
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お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第８号 片品村村営住宅等整備基準条例の制定については、原案のと

おり可決されました。 

─────────────────────────────────── 
日程第１５ 議案第９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の制

定について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１５、議案第９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準

等に関する条例の制定についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の制定について、

提案の説明を申し上げます。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関す

る法律平成２３年法律第１０５号の規定に基づき、片品村公共下水道の構造の技術上の基

準等に関する条例の制定をお願いするものでございます。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 

農林建設課長 萩原正信君。 

 

農林建設課長（萩原正信君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の制定

についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第９号 片品村公共下水道の構造の技術上の基準等に関する条例の制

定については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

日程第１６ 議案第１０号 片品村消防団条例の全部を改正する条例について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１６、議案第１０号 片品村消防団条例の全部を改正する条

例についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第１０号 片品村消防団条例の全部を改正する条例について、提案の説明を申し上

げます。 

 今回の改正は、消防組織法の規定に合わせるため、条例の全部改正をお願いするもので

す。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 

総務課長 桑原護君。 
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総務課長（桑原護君）  

     （詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第１０号 片品村消防団条例の全部を改正する条例についてを採決しま

す。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１０号 片品村消防団条例の全部を改正する条例については、原案

のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 
日程第１７ 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１７、議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 
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村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例について、提案の説明を申し上げます。 

 労働安全衛生法で選任を義務付けられている産業医の報酬年額を、２万５，０００円に

定め、別表に加えるものです。 

 附則につきましては、施行期日を定めたもので、平成２５年４月１日から施行するもの

です。 

ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１１号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

日程第１８ 議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条

例について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１８、議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例
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の一部を改正する条例についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、

提案の説明を申し上げます。 

 今回の改正は、条文中で引用している法律名が改正されたことに伴い、条例の一部改正

をお願いするものです。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 

保健福祉課長 吉野耕治君。 

 

保健福祉課長（吉野耕治君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例

についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１２号 片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部を改正する条

例については、原案のとおり可決されました。 

 

─────────────────────────────────── 
日程第１９ 議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例につい

て 

 

議長（髙橋正治君） 日程第１９、議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を

改正する条例についてを議題とします。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について、提案の説

明を申し上げます。 

 今回の条例改正は、景気情勢を踏まえ小口資金の利用者に対する返済負担の軽減対策と

して、借換制度を継続できるようにし、さらに融資期間を最長３年間延長することを可能

とするもので、村内中小企業の振興を図るために一部改正をお願いするものであります。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） なお、詳細な説明を求めます。 

むらづくり観光課長 木下浩美君。 

 

むらづくり観光課長（木下浩美君）  

（詳細説明） 

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 
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  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例について

を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１３号 片品村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例につい

ては、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────── 

日程第２０ 議案第１４号 指定管理者の指定について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第２０、議案第１４号 指定管理者の指定についてを議題とし

ます。 

本案について、提案理由の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 議案第１４号 指定管理者の指定について、提案の説明を申し上げます。 

片品村老人憩の家につきましては、平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日まで

第４区に指定管理者として管理をお願いしてあります。 

引き続き平成２５年度についても、第4区に指定管理者の指定をお願いするものであり

ます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 
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議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、議案第１４号 指定管理者の指定についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第１４号 指定管理者の指定については、原案のとおり可決されまし

た。 

─────────────────────────────────── 
日程第２１ 同意第１号 片品村教育委員会委員の任命について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第２１、同意第１号 片品村教育委員会委員の任命についてを

議題とします。 

同意第１号につきましては、該当者であります本人が議場におりますので、星野準一君

の退場をお願いします。 

（星野準一君 退場） 

 

議長（髙橋正治君） 本案について、提出者の説明を求めます。 

村長 千明金造君。 

（村長 千明金造君登壇） 

 

村長（千明金造君） はい、村長。 

 同意第１号 片品村教育委員会委員の任命について、提案の説明 

を申し上げます。  

 

片品村教育委員会委員、星野準一氏の任期が平成２５年３月３１日に満了になるため、引
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続き同氏に教育委員をお願いするものであります。 

星野準一氏は、人格並びに教育に関する識見とも適任者であり、小学校の統合や国体ス

キー競技会の開催に引き続き尽力いただきたいと考えていますので、ご審議の上、ご同意

くださいますようお願い申し上げます。  

 

議長（髙橋正治君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。 

質疑は、ありませんか。 

     （「進行」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 次に、原案に賛成者の討論の発言を許可します。 

     （「なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） これで討論を終わります。 

これから、同意第１号 片品村教育委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

議長（髙橋正治君） 異議なしと認めます。 

したがって、同意第１号 片品村教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意

することに決定しました。 

 星野準一君入場お願いいたます。 

（事務局長 扉を開けに行く） 

（星野準一君 入場） 

─────────────────────────────────── 
日程第２２ 議案第１５号 平成２４年度片品村一般会計補正予算（第６号）について 

日程第２３ 議案第１６号 平成２４年度片品村国民健康保険特別会計補正予算（第３

号）について 

日程第２４ 議案第１７号 平成２４年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）について 
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日程第２５ 議案第１８号 平成２４年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算（第３

号）について 

 

日程第２６ 議案第１９号 平成２４年度片品村介護保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

 

日程第２７ 議案第２０号 平成２４年度片品村下水道事業等特別会計補正予算（第３

号）について 

 

日程第２８ 議案第２１号 平成２４年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第２２、議案第１５号 平成２４年度片品村一般会計補正予算

（第６号）についてから、日程第２８、議案第２１号 平成２４年度片品村後期高齢者医

療特別会計補正予算（第２号）についてまでの、以上７件を一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
村長 千明金造君。 

     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
議案第１５号 平成２４年度片品村一般会計補正予算第６号について、提案の説明を申

し上げます。 
 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１億４，７００万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億８，４５５万３，０００円にお願いするもの

でございます。 
歳入の主なものにつきましては、国庫支出金、県支出金、繰入金、村債等の減額、地方

交付税、分担金及び負担金の増額であります。 
歳出につきましては、片品村学校建設基金積立金８，３００万円等で増額となる他は、

事業の終了や補助金等の額の確定等による減額調整が主なものであります。 
繰越明許費につきましては、過疎集落等自立再生緊急対策事業、太田原地区農道整備事

業、前原地区農道整備事業、道路災害復旧事業等であります。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第１６号 平成２４年度片品村国民健康保険特別会計補正予算第３号について、提

案の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４，３８５万４，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億４，９７８万７，０００円にお願いするもの
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でございます。 

 歳入につきましては、療養給付費交付金、前期高齢者交付金等の増額と保険税、国庫支

出金、繰入金等の減額であります。 

 歳出につきましては、保険給付費等の減額であります。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

議案第１７号 平成２４年度片品村簡易水道事業特別会計補正予算第２号について、提

案の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２２８万８，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，９６１万３，０００円にお願いするものでござ

います。 

 歳入歳出ともに、主に事業の確定等による額の調整であります。 

 歳入の主なものにつきましては、使用料及び国庫支出金等の減額であります。 

 歳出の主なものにつきましては、維持管理費、建設改良費等の減額であります。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

議案第１８号 平成２４年度片品村営観光施設事業特別会計補正予算第３号について、

提案の説明を申し上げます。 

 収益的収入で主なものは、尾瀬ロッジ第２期指定管理契約により利用料を改訂したため

１５５万円を減額し、オグナほたか利用料につきましては４５５万９，０００円の増額、

また、国有林賃借料を収入、支出とも４３９万円を減額するものでございます。 

収益的支出の主なものは、オグナほたかで圧雪車2台を廃車処理したことにより必要な

経理処理として、固定資産除去費５４４万９，０００円の増額を計上するものです。 

併せて、これらによって不足する財源を補うために、一般会計からの補助金を２１３万

円増額するものでございます。 

なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

議案第１９号 平成２４年度片品村介護保険特別会計補正予算第３号について、提案の

説明を申し上げます。 

既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９３万８，０００円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億７，０４６万５，０００円にお願いするものでご

ざいます。 

歳入の主なものにつきましては、介護給付費交付金の１３５万９，０００円の減額、普

通徴収保険料の８２万円の増額であります。 

歳出の主なものにつきましては、介護予防サービス等諸費の３８９万円の減額、介護サ

ービス等諸費の３５０万円の増額であります。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願
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い申し上げます。 

議案第２０号 平成２４年度片品村下水道事業等特別会計補正予算第３号について、提

案の説明を申し上げます。 

既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ６１万円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億９１１万円にお願いするものでございます。 

歳入につきましては、分担金及び負担金、使用料及び手数料の減額であります。 

 歳出につきましては、総務費で人件費の退職手当組合負担金の増額、施設費で維持管理

に必要な手数料等の減額であります。 

なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

議案第２１号 平成２４年度片品村後期高齢者医療特別会計補正予算第２号について、

提案の説明を申し上げます。 

 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ１８５万３，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５，５６１万円にお願いするものでございます。 

歳入の主なものにつきましては、後期高齢者医療保険料の５２万７，０００円の減額、繰

入金の７１万３，０００円の減額、諸収入の６１万３，０００円の減額であります。 

 歳出の主なものにつきましては、総務費の５２万２，０００円の減額、後期高齢者医療

広域連合納付金の１１４万１，０００円の減額、諸支出金の１９万円の減額であります。 

 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

 

議長（髙橋正治君） 議案第１５号から議案第２１号までの質疑以降につきましては、後

日の本会議において審議します。 
 

─────────────────────────────────── 
日程第２９ 議案第２２号 平成２５年度片品村一般会計予算について 

日程第３０ 議案第２３号 平成２５年度片品村国民健康保険特別会計予算について 

日程第３１ 議案第２４号 平成２５年度片品村簡易水道事業特別会計予算について 

日程第３２ 議案第２５号 平成２５年度片品村営観光施設事業特別会計予算について 

日程第３３ 議案第２６号 平成２５年度片品村介護保険特別会計予算について 

日程第３４ 議案第２７号 平成２５年度片品村下水道事業等特別会計予算について 

日程第３５ 議案第２８号 平成２５年度片品村後期高齢者医療特別会計予算について 

 

議長（髙橋正治君） 日程第２９、議案第２２号 平成２５年度片品村一般会計予算につ

いてから、日程第３５、議案第２８号 平成２５年度片品村後期高齢者医療特別会計予算

についてまでの、以上７件を一括議題とします。 
本案について、提案理由の説明を求めます。 
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村長 千明金造君。 
     （村長 千明金造君登壇） 
 
村長（千明金造君） はい、村長。 
議案第２２号 平成２５年度片品村一般会計予算について、提案の説明を申し上げます。 
平成２５年度当初予算の編成にあたっては、小さくても輝く村を目指して、「村民と行

政との協働」を基本に重点施策を定め予算編成を行った結果、歳入歳出予算の総額は、歳

入歳出それぞれ、３９億２，０００万円となり平成２４年度当初予算に比べ、５億８，６

００万円、１７．６パーセントの増額となりました。 
 重点施策につきましては、自主・自立の村づくりのために、第５次片品村行政改革大綱

に基づき、なお一層の行財政改革の推進を図ります。 
保健・福祉については、誰もが安心して暮らせるために、子育て支援の重点施策として

２歳児以上の保育料を無料化し保護者の負担を軽減します。 
また、不妊治療費補助事業、乳幼児や高齢者、障害者等のため各種事業、疾病の予防と

早期発見・早期治療のための総合検診などの各種事業を実施し健康づくりを推進します。 
教育・文化については、豊かな心をはぐくむために、学校給食費の保護者負担金の一部

無料化を実施します。 
また、平成２８年４月の小学校の完全統合に向けた準備や中学校の改修計画の策定を行

うとともに、第５１回全中スキー大会の開催、第７０回国体スキー競技会の開催準備、片

品村誌改訂版の完成などを実施します。 
環境・安全については、快適で安全な生活のために、片品村地域防災計画に基づき体制

整備を構築するとともに、防災・防犯・消防機材などの整備と充実を図ります。 
また、生活道路網の整備については、地区要望事項を推進するとともに、塗川橋の架替

工事をはじめ老朽化した橋梁の架替えや長寿命化対策を実施します。 
産業については、資源を活かした活気ある村づくりのために、産業の振興と若者等の雇

用創造の戦略的な推進を図ります。 
特に、農業委員、認定農業者、農業者団体、若者農業者などの関係者で組織する仮称片

品村農業振興対策委員会を設置して、本村の特性を活かした魅力ある農業の推進に努めま

す。 
また、引き続き、有害鳥獣防止柵の設置等による農林業被害の防止、農業者団体への農

業機械や農業施設等の整備行うとともに、新たに、若者の就農を定着させるための青年就

農給付金事業を行うなど多様な施策を行い農業振興を図ります。   
一方、商工観光の推進につきましては、体験旅行等の受入れ促進や外国人誘客事業を積

極的に行い観光の振興を図るとともに、事業者の経営安定化を図るために小口資金融資に

よる村独自の利子補給制度を継続して実施します。 
限られた予算の中ではありますが、要望をいただきながら、なかなか着手できなかった

各地区からの要望事項にも出来得る限り配慮をさせていただきました。 
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これからも、常に行財政改革を推進し、健全な財政運営を行い、可能な限り村民の皆様

の低負担高福祉に取り組んでまいりたいと考えております。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第２３号 平成２５年度片品村国民健康保険特別会計予算について、提案の説明を

申し上げます。 
 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ８億６，４２６万５，０００円にお願いす

るものでございます。対前年比で０．１パーセントの増であります。  
歳入の主なものにつきましては、国民健康保険税１億７，０５０万円、国庫支出金２億

６，９６７万８，０００円、前期高齢者交付金９，２７４万８，０００円、共同事業交付

金１億３，３９６万３，０００円、繰入金１億２，０５０万３，０００円であります。 
歳出の主なものにつきましては、保険給付費５億３，４６７万６，０００円、後期高齢

者支援金等１億１，６６２万２，０００円、介護納付金５，８８８万１，０００円、共同

事業拠出金１億２，８０４万５，０００円であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第２４号 平成２５年度片品村簡易水道事業特別会計予算について、提案の説明を

申し上げます。 
歳入歳出の予算の総額を、歳入歳出それぞれ７，７００万円にお願いするものでござい

ます。 
前年対比で１，２５０万円、１４パーセントの減額でございます。 
歳入の主なものにつきましては、使用料及び手数料６，６３９万８，０００円、繰入金

９０７万３，０００円であります。 
歳出の主なものにつきましては、総務費の２，１７８万２，０００円であります。 
主な事業は、配水池等、施設の老朽化に伴う改修と維持修繕、維持管理費等でございま

す。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第２５号 平成２５年度片品村営観光施設事業特別会計予算について、提案の説明

を申し上げます。 
収益的収入の観光施設事業収益は、１億３１１万円、収益的支出の観光施設事業費は１

億２７９万１，０００円、資本的収入は２，０００万円、資本的支出は６，５００万円で

ございます。 
なお、一般会計補助金は１億円を予定しており、３条予算に８，０００万円、４条予算

に２，０００万円としております。 
収益的収入の事業収益については、施設運営が全て指定管理者によるものであるため、

昨年度に引き続き計上がございません。 
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営業外収益については、１億３１０万７，０００円で、そのうち一般会計補助金が８，

０００万円、オグナほたかの指定管理者から土地使用料及び施設使用料として１，８７０

万円、その他武尊牧場観光施設及び尾瀬ロッジの使用料等でございます。 
収益的支出の事業費については、営業費用が９，７３８万５，０００円で、主なものは

武尊牧場施設、尾瀬ロッジ、オグナほたかの施設管理費と減価償却費でございます。 
営業外費用については、５４０万３，０００円で、主なものは長期借入金の利息及び消

費税でございます。 
その他、特別収益、特別損失ともに３，０００円を計上しております。 
資本的収入につきましては、２，０００万円で、一般会計補助金でございます。 
資本的支出につきましては、６，５００万円で、スキ－場施設長期借入金の償還金でご

ざいます。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第２６号 平成２５年度片品村介護保険特別会計予算について、提案の説明を申し

上げます。 
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ４億６，３８３万８，０００円にお願いする

ものでございます。 
歳入の主なものにつきましては、支払基金交付金１億２，９０６万２，０００円、国庫

支出金１億１，４９３万６，０００円であります。 
歳出の主なものにつきましては、保険給付費４億３，８９５万円、地域支援事業費１，

３４９万２，０００円、総務費９９９万４，０００円であります。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第２７号 平成２５年度片品村下水道事業等特別会計予算について、提案の説明を

申し上げます。 
 歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億５７６万８，０００円にお願いするもの

でございます。 
歳入の主なものにつきましては、繰入金８，３８８万４，０００円、使用料及び手数料

１，８６６万８，０００円、分担金及び負担金１００万円であります。 
歳出の主なものにつきましては、総務費１，９６４万円、施設費３，７０４万２，００

０円、建設費３１３万円、公債費４，５８５万６，０００円であります。 
なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 
議案第２８号 平成２５年度片品村後期高齢者医療特別会計予算について、提案の説明

を申し上げます。 
歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ５，４０３万１，０００円にお願いするもの

でございます。 
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歳入の主なものにつきましては、後期高齢者医療保険料２，９５１万３，０００円、一

般会計繰入金２，１５２万４，０００円、受託事業収入２２４万円であります。 
歳出の主なものにつきましては、総務費４２５万７，０００円、後期高齢者医療広域連

合納付金４，９２２万５，０００円であります。 
 なお、詳細につきましては、担当課長に説明させますので、ご審議のほどよろしくお

願い申し上げます。 
 

議長（髙橋正治君） 議案第２２号から議案第２８号までの質疑以降については、後日の

本会議において審議します。 
─────────────────────────────────── 

議長（髙橋正治君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 
本日は、これで散会します。 

 
     午後２時２７分  散会 
 

 


